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[主張]朝鮮文學の新傾向　

　朝 (てう)鮮 (せん)の文 (ぶん)人 (じん)が『日本精神 (せいしん)に基 (もとづ)いた國民文學 (こくみんぶんがく)の建設 (けんせつ)』をスローガンとして、文 (ぶん)人 (じん)協 (けふ)會 (かい)を結 (けつ)成 (せい)したのは誠 (まこと)に結 (けつ)構 (こう)なこと、正 (まさ)に然 (しか)るべきことである。隨 (したが)つて今 (こん)後 (ご)は新 (あたら)しい國 (こく)民的 (みんてき)感激 (かんげき)を盛 (も)つた文學 (ぶんがく)が續 (ぞく)々産 (う)まれることであらうが、然 (しか)らばその新 (あたら)しい文學 (ぶんがく)は、どんな方 (ほう)向 (こう)に向 (むか)つてはならないか、又 (また)どんな方 (ほう)向 (かう)に向 (むか)はねばならないか、と云 (い)ふことが當面 (たうめん)の問題 (もんだい)になる譯 (わけ)である。
　先 (ま)づ、向 (むか)つてはならないのは、唯 (ゆい)物 (ぶつ)論 (ろん)的 (てき)方 (ほう)向 (かう)である。朝 (てう)鮮 (せん)には一時 (じ)唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)論 (ろん)的 (てき)イデオロギーが流行 (はや)つて、恰 (あたか)も唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)論 (ろん)は、最 (も)早 (はや)議 (ぎ)論 (ろん)の閾 (しきゐ)を超 (こ)えて、普 (ふ)遍 (へん)的 (てき)に承 (しやう)認 (にん)された眞 (しん)理 (り)かの様 (よう)に、心 (こころ)得 (え)て居 (ゐ)る文人 (ぶんじん)も少 (すく)なくはなかつた。從 (したが)つてかゝる文人 (ぶんじん)の作品 (さくひん)、殊 (こと)に評 (へう)論 (ろん)は、このイデオロギーの宣傳 (せんでん)方便 (ほうべん)であつて、それは單 (たん)に人心 (じんしん)に間 (ま)違 (ちが)つた人 (じん)生 (せい)觀 (くわん)、社 (しや)会 (くわい)觀 (くわん)を鼓 (こ)吹 (すい)した計 (ばか)りでなく、實 (じつ)に文 (ぶん)學 (がく)自 (じ)身 (しん)の本 (ほん)領 (れう)から逸 (はづ)れた邪 (じや)道 (だう)であつた。かゝる唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)論 (ろん)や、それに付 (ふ)隨 (ずい)した階 (かい)級 (きう)闘 (とう)争 (そう)の理 (り)論 (ろん)乃 (ない)至 (し)感 (かん)情 (ぜう)の宣 (せん)傳 (でん)刺 (し)戟 (げき)は、わが國 (こく)體 (たい)の本 (ほん)義 (ぎ)に悖 (もと)る計 (ばか)りでなく、實 (じつ)に天 (てん)地 (ち)の理 (り)法 (ほう)に合 (あ)はぬものである。であるから、今 (こん)後 (ご)の文 (ぶん)學 (がく)は、完 (くわん)全 (ぜん)にかゝるイデオロギーから離 (り)脱 (だつ)しなければならない。
　第 (だい)二に文 (ぶん)學 (がく)が離 (り)脱 (だつ)しなければならない方 (ほう)向 (かう)は、個 (こ)人 (じん)に關 (くわん)しては、人 (じん)生 (せい)の暗 (あん)黑 (こく)面 (めん)、病 (びやう)的 (てき)方 (ほう)面 (めん)をば恰 (あたか)も人 (じん)生 (せい)そのものゝ如 (ごと)く見 (み)せ、劣 (れつ)等 (とう)感 (かん)情 (ぜう)の挑 (てう)發 (はつ)乃 (ない)至 (し)歎 (たん)美 (び)する如 (ごと)き、又 (また)社 (しや)會 (くわい)に對 (たい)しては憎 (ぞう)惡 (お)、怨 (えん)嗟 (さ)、分 (ぶん)離 (り)等 (とう)、調 (てう)和 (わ)ではなく解 (かい)體 (たい)、衰 (すい)退 (たい)を唆 (あお)るが如 (ごと)き不 (ふ)健 (けん)全 (ぜん)な内 (ない)容 (よう)を盛 (も)ることである。藝 (げい)術 (じつ)の名 (な)に於 (お)いて、かゝる惡 (あく)文 (ぶん)學 (がく)を作 (つく)ることは、正 (まさ)に惡魔 (あくま)の業 (わざ)であつて、その罪 (つみ)萬 (ばん)死 (し)に値 (あたひ)すべきであらう。なんとなれば、兇 (きよう)器 (き)を用 (もち)ゐての殺 (さつ)人 (じん)は一人 (り)、多 (おほ)くて數 (すう)人 (にん)を殺 (ころ)すことに過 (す)ぎないが、文學 (ぶんがく)の形 (かたち)を借 (か)りた兇 (きよう)器 (き)は時 (とき)と所 (ところ)を超 (ちよう)越 (えつ)して、數 (すう)十百萬人 (にん)の魂 (たましい)を殺 (ころ)すことになるからである。
　第 (だい)三に向 (むか)つてならない方 (ほう)向 (かう)は、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を阻 (そ)害 (がい)する如 (ごと)き内 (ない)容 (よう)の文 (ぶん)學 (がく)である。内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は實 (じつ)にわが帝國 (ていこく)の基礎 (きそ)である。文學 (ぶんがく)であらうと、如何 (いか)なるものであらうと、之 (これ)に反 (はん)するものは許 (ゆる)される理 (り)由 (いう)がない。
　以 (い)上 (ぜう)、離 (り)脱 (だつ)せねばならぬ方 (ほう)向 (かう)の指 (し)摘 (てき)に依 (よ)つて今 (こん)後 (ご)の文 (ぶん)學 (がく)の方 (ほう)向 (かう)が大 (だい)體 (たい)定 (さだ)まつた筈 (はず)である。即 (すなは)ち (ち)宇 (う)宙 (ちう)の真 (しん)善 (ぜん)美 (び)性 (せい)を肯 (こう)定 (てい)したものでなければならぬ。從 (したが)つて人 (じん)生 (せい)は真 (しん)善 (ぜん)美 (び)の理 (り)想 (そう)を内 (ない)包 (ほう)して居 (を)り、一見 (けん)、不 (ふ)満 (まん)矛 (む)盾 (じゆん)の現 (げん)実 (じつ)も、より高 (たか)い段 (だん)階 (かい)への進 (しん)化 (くわ)向 (かう)上 (ぜう)の途 (と)程 (てい)であることを肯定 (こうてい)したものでなくてはならぬ。而 (しか)して人生 (じんせい)の善 (よ)き美 (うつく)しき方 (ほう)面 (めん)を讃 (さん)美 (び)し、昂揚 (こうやう)されたる國 (こく)民 (みん)感 (かん)情 (ぜう)を歌 (うた)ふものでなくてはならぬ。
　かゝる文學 (ぶんがく)こそ、明 (あ)日 (す)が待 (ま)つ朝 (てう)鮮 (せん)文 (ぶん)學 (がく)である。
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